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　　　　　　　　 1．は じめ に

　 著者 らは 前報
n2 ｝

で 近年の わが 国 の 微 生物 に

よ る食 中毒の 発生 状況 を考察 し
，

一
般 に 細菌 に

よ る食 中毒は ，カ ン ピ ロ バ ク タ ーに よ る も の を

除 き，夏期 の 7 月 か ら 9 月ま で の 3 ケ月間 に集

中し て 発生 し，対 照的 に，ウイ ル ス に よ る も の

は冬期 の 12月か ら翌年 2 月 ま で の 3 ケ 月間 に集

中して発生 して い る状況を明 らか に した。夏期

に 多発す る細菌に よ る 食中毒 は，い ずれ も 8 月

に ピ ー
ク を示 し て い るが，詳細 にみ る と， 9 月

よ り 7 月の 発 生が 多 い 黄色ブ ドウ球菌やセ レウ

ス 菌な ど の 盛 夏型 と， 7 月よ り 9 月 の 発 生 が多

い サ ル モ ネ ラ，腸炎 ビブ リオ な ど の 残暑型 に 分

け られ る
1〕

。そ れ ら の 中で ，特に腸 炎ビブ リオ

は 7 月 か ら 9 月まで の 3 ケ月間に ，年間 の 発生

の 85 ％が集 中 して お り，他の 細菌 に よ る 食 中毒

の 同期 間 内 の 発 生 率 　　例えば サル モ ネラ の 60

％，病原大腸菌の 39％，黄色ブ ドウ球菌の 62％ ，

セ レウ ス 菌 の 62％ 一
　と比べ て ．夏期に極め て

鋭 い ピー
ク を示 して い た。

　病原 ビブ リオの 中で ，腸 炎 ビブ リオ程発生頻

度は 高 くな い が
，

わ が 国 で 時折発 生す る ナ グビ

ブ リオ 食中毒 （Vibrio　 choterae 　non −Olに よ る）

に つ い て も，著者 ら
3 ，

がそ の 全国 の 発生状況 を

調 べ た と こ ろ，90 ％ が 7 月か ら 9 月の 3 ケ 月間

に発生が集中して お り，残りも 10月 の 発生 で あ っ

た。

　そ こ で本来 ， 海水性 また は汽 水性 の 環境細菌

で あ る腸炎 ビブ リオ，ナグ ビブ リオな どの 病原

ビブ リオ食 中毒が ，何故夏期 に集 中 して 発生す

る の か，そ の 背景を探 る た め に，1998年 と 1999

年の 2 年間，海水や海産魚介 に つ い て ， こ れ ら

病原 ビブ リオ によ る 汚染状況 を夏 期 と冬期で比

較検討 した、．そ の 概要 を報告す る。

H ．材料 と方法

L 材料

1 ）海水 ．四 方漁港 と新湊漁港の 各 4 定点 を

こ だ ま　 ひ ろ ひ で （食物栄 養 学 科 ）
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定め ，夏期 （1998年 8 月 17H およ び 1999年 8 月

25 日） と冬期 （1998年12月 21 日および 1999年 12

月20 日 ） に，そ れ ぞれ表層水 SOOme を ポ リ容器

に採取 し，直ち に 実験室 に搬 入 した 。採水 時，現

地 で水温 と，比色法 に よ りpH を測定 した （合計

32検体）。

　 2 ）海産魚介 ：県 下の 鮮魚店 10店舗 （1998年

は A 〜 E の 5 店舗，1999 年は F 〜 J の 5 店舗，

表 2A お よび 2B ）か ら，富 山湾産で あ る こ と

を確認 した 魚種を各 4 種選び，検査 に必 要 な最

少量 を夏期 （1998年 8 月18日お よび 1999 年 8 月

26 日） と冬期 （1998年 12月 22 口お よ び1999 年 12

月21 日） に購入 し，冷蔵 して実験室に搬入 した

（合計80検体）。

　 2 ．方法

　 1 ） 海水か らの 腸炎 ビブ リオ （以下 V．p．） の

分離 と定量 ： 海水各 200meを 5 倍濃度の 食塩ポ

リ ミキ シ ン ブイヨ ン （ニ ッ ス イ） SOm4お よ ひ 5

倍濃度 の ア ル カ リペ プ トン水 （ニ ッ ス イ） 50me

に そ れ ぞれ 入 れ ，攪拌 し，37℃ 一
夜培養 した 。

次 い で ，そ の 1 白金耳 を TCBS 寒天平 板 （栄

研） に塗抹，37℃ 一夜培養 した 。V．p．を 疑 う コ

ロ ニ
ー

に つ い て は ，
2 ％食塩加 TSI 培地 （栄

研）お よび 2 ％食塩加 SIM 培地 （栄研） に 37

℃ 一夜確認培養 した 。V．p．の 性状 に
一

致 した 菌

株に つ い て は，食塩 を 0 ％
，
3 ％

，
8 ％ お よび 10

％ そ れぞれ 加 え た ブイ ヨ ン 培地 （Difco　Nutrient

Broth） に 一夜培養 し，耐塩性 を確 認 して
， 食塩

0 ％ お よび 10％加 ブイ ヨ ン培地に 発育せ ず，食

塩 3 ％お よび 8 ％加 ブイ ヨ ン培地 に発育 した 菌

株 を V．p．と決定 した。

　 V．p ．の 定量 は MPN 　 3 本 法 に よ り ，海水量

3 段 階に つ い て行 っ た。即 ち ，海水 10meは 2 倍

濃度の アル カ リ ペ プ トン 水10me 入 り試 験管 へ
，

海水 ユ me は食塩 2 ％加 ア ル カ リペ プ トン 水 9me

入 り試験 管へ ，海水0．1meは 食塩 2 ％加 アル カリ

ペ プ ト ン 水 IO　me 入 り試験 管 へ ，そ れ ぞれ 入 れ
，

37℃一
夜培養 した。各試験管の 培養液 1 白金耳

を TCBS 寒天 平板 に塗抹 し，再び 37℃ 一
夜培

養後，V．p．特有 の コ ロ ニ
ーの 存否を確認 し，　 M

PN 　 3 本法の 最確数表か ら，海水 IOOme あた り

の V．p ．の 菌数 を算出 した 。

　 2 ）海水か ら の ナ グ ビブ リオ （以下 V．　c．　non −

01） の 分離 ：海水 200meを 5 倍濃度 の アル カ リ

ペ プ トン水 SOmeに 入れ，37℃ ，15時 間
一・次 増菌

し，次い で そ の 培養液 1 白金耳 を 10me の アル カ

リペ プ トン 水に 入れ ，37℃ ，6 時間 二 次増菌 し

た 。 こ の 二 次増菌培養液 1 白金耳 を TCBS 寒

天平板 と CL − TCBS 寒天平板 （コ リ ス チ ン

を最終濃度 1 μg！m2 加 え た TCBS ） を併 用 し

て 塗抹 し，37℃
，

一
夜 分離培養 した。

　 V．　c．　non −Olを疑 う コ ロ ニ
ー （コ レ ラ菌 と全 く

同
一

） に つ い て は，TSI 培地お よび SIM 培

地 に 37℃ ，
一夜 確認培養 し

，
V．c．　non −01 の 性 状

に
一致 した菌株 に つ い て は

，
コ レラes　O −1 血清

と の ス ライ ド凝集反応 に よ り，0 −1 で な い こ と

を確認 した 上で ，V．c．　non −01 と同定 した。

　 3 ）海産魚介か ら の V．p，の 分離 と定量 ： 魚 の

頭部各20g を ，食塩 ポ リ ミ キ シ ン ブイ ヨ ン 80me

と ア ル カ リ ペ プ トン 水 SOme にそ れ ぞ れ投 入 し
，

よ く攪拌後，37℃
，

一
夜培養 した 。そ の 後 の

V．p．の 分離 お よび同定の 手順 は前述の 海 水に準

じて 行 っ た。

　 V．p．の 定量 は 次 の よ うに して 行 っ た。魚の 表

皮 10gを 食塩 ポ リ ミ キ シ ン ブ イ ヨ ン 90　me に 入

れ，ス トマ ッ カ
ー

で 60秒処理 し て 10倍希釈 の 懸

濁液 を作成 し，そ の 10me ，1m2 お よひ O．lmeの 3

段 階 に つ い て ，海水 と同様 MPN 　 3 本法 に よ

り行 い ，表皮 100g あた りの V．p ．菌数 を最確 数表

か ら算 出し た。

　 4 ） 海産魚 介か ら の V．・c．・non −01の 分離 ； 魚の

頭部20g を ア ル カ リ ペ プ トン 水 SOme に 投入 し，
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よ く攪拌後 ，37℃ ，15時間
一

次増 菌した 。 二 次

増 菌以後 の 分 離，同 定 の 手順 は，前述 の 海水 に準

じて 行 っ た。

　 　　　　　　 1皿．結果 と考察

　 1 ．海水 に つ い て （表 1 ）

　 1 ）腸炎ビブリオ （V．p．）汚 染 ： 夏期の検査

で は， 1998年 ，
1999年 と も に 8 定点 中 7 定 点か

ら Zp．が 分離 され た。四 方漁港で は 4 定点総て

か ら ， 新湊漁港 で は 4 定点 中 3 定点か ら分 離さ

れ たが ，1998年 に は定点 S−3が ，1999年 に は定

点 S−1 が陰性で あ っ た。 しか しなが ら，各 年で

陽性 を示 した各 7 定点で の V．p．の 菌数は極 め て

少な く
， 海水 100meあた り

，
4 またはそれ 以下で

あ っ た 、、採 水 時 の 水温 は 1998年 が 25〜26℃ ，

1999年は 29〜30℃ で あ り，pH は 1998年が 7．8〜

8。2，1999年 が 8．2〜8A の 範 囲で あ っ た。夏期 の

漁港海水の こ の よ うな環境 は，栄養 分さ え豊富

で あれ ば
，

V．p．の 増殖 に と っ て 理想 的な環境条

件で あ り
， 夏期 に海水 の V．p．汚 染率が高 くなる

の は 自然現象 と して 当然 の こ と と考 え られ る 。

　冬期の検査 で は，1998年 が 8 定点 中 6 定点か

ら V．p．が 分離 され ，四 方漁港，新 湊漁港 とも に

4 定点中 3 定点が 陽性で あ っ た。 しか しな が ら

1999 年 には ，8 定点総て が 陰性で あ っ た。 V．p．

が分離 された 1998年 の 6 定点で の V．p．の 菌数は

総て 海水 100meあた り
，
4 か それ 以下で あ っ た。

採水時 の 水温 は 1998年が 13〜 14℃ ，1999年 が 8

〜11℃ で あ り，pH は両年 とも 8．2〜8．4で あ っ た。

1998年 と 1999年の 冬期 の V．p．分離率の 違 い は ，

少な く とも
一

部は こ の 水温の 差 に起 因して い る

よ うに思 わ れ る。

　 2 年間 の V．p．の 分離率の集計を表 1 の下欄に

示 した。夏期 に は16定点 中14定点か ら V．p．が分

離 され ，陽 性 率は 87．5％ で あ っ た が
， 冬期 に は

16定点 中 6 定点 の み か ら の 分 離 で ，陽性 率は

37．5％ と，か な り低か っ た。 こ の よ うな 季節に

よ る海水 の Zp ．汚 染率 の 違 い が ，海産魚 介 の 季

節に よ る 汚 染率 の 違 い に 反 映 さ れ る も の と思 わ

れ る 。

　 2 ） ナグ ビブ リオ （V．c．・non −Ol）汚染 ：夏期

の 検 査 で は ， 1998年 に 8 定 点 中 4 定 点 か ら，

1999年 に は 8 定点 中 1 定点か ら V．c．・non −Olが分

離され た。合計 し て 5 定点 の 陽性例 の うち，四

方漁港 は 1998年 の Y −4 の 1 定点の み で
， 他 の 4

定点 は新 湊漁港 で あ り，特 に定点 S−1は 両年 と

も陽性で あ っ た 。 Zc．　non −Olの 生息環境 と して

は，夏期 の こ れ ら漁港 の 海 水は pH が 本 菌 に最

適 と され る 8．6〜 8．8よ り や や 低 い の で
，

V．p．に

対す る 程 ， 最適 と はい えな い まで も ， や は り増

殖 には 良好な 環境 を提供 し て い る 。

　冬期の 検 査 で は
，

2 年間を通 じ て 1999年 に新

湊漁港 の 1 定点 （S−1） か ら V．c．・non −01が 分 離

され た の み で あ っ た。

　 V．c ．　non −Olの 分離率の 2 年間の 集計 を表 1 の

下欄 に 示 した 。 夏期 に は 16定点 中 5 定点 か ら

V．・c．・non −Olが分 離 され，陽性 率は 31．3％ で あ っ

た が
， 冬 期 には 16定点 中 1 定点 の み で ，陽性率

は 6．3％ で あ っ た 。 V．p．の 分離率 に比 べ る と，夏

期 ， 冬期 と もに著 し く低 い が ， 季節 によ る違い

は明瞭 で あ っ た 。

　こ の よ う に，海水 の V．p ．や V．c．　non −01な ど の

病原 ビブ リオ によ る汚染率 には明瞭 に季 節に よ

る 違 い が 認め られ， V．p．，　 Zc．・non −Ol と もに 明

らか に夏期 に 高い 汚染率 を示 し て い た。

　 2 ．海産魚介 に つ い て （表 2A ， 2B ）

　 1 ）腸炎ビブ リオ （V．p．）汚染 ； 夏期 の 検査

で は， 1998年 には店舗 A 〜 E か ら購入 した魚 20

検体 中 10件か ら，1999 年 には店 舗 F 〜 J か ら購

入 した 魚20検体中 13件か ら
，

V．p．が分離 され た。

特に ，1998 年 の B 店 と 1999年の F 店 で は購入 し

た 各 4 魚種総て か ら V．p．が分離 され た。魚 の 定

一 123 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

表 1 ．漁港海水か ら の 病 原 ビブ リオ の 分離

採　 　水
夏　 　期

採水定点 　　 　　1998．8．17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999．8，25
7 温 　 pH 　 V．　P．　レ．　c，　non −01 　フ 温 　 pH 　 レ．　P．　レ．　c．　non −Ol
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新
30　　　8．2　　十 （〈4）　　　　＋

ll　 l：1±il8　：
30 　　8．4　＋ （く4）　　 一

分 離 率 7／8（87，5％）　4／8（50．O％） 7／8（87．5％）　1／8（12．5％）

2年間の 分離率
の 集計

夏期
　V．P．14／16（87．5％） V．c．　non −Ol　5／16（31．3％）

注，　 V．P，： 腸炎 ビブ リオ （Vibrio　ParahaemoZyticus），（ ）内の 数値は定量値M

量培養で は ，1998年 の V．p．陽性 10検体 中 7 件が

表皮 100g あた り30〜 150 の V．p．菌数 を示 して お

り，1999 年の Zp ．陽性 13検体 中 4 件が 表皮100g

あた り40〜2
，
400の rρ．菌数 を示 し て い た 。他

の Kp．陽性検体 に つ い て は，表皮 100gあ た りの

V．p ．菌数は い ずれ も40以下 と少な か っ た。

　冬期の 検査で は
，
1998 年 には店 舗 A 〜 E か ら

購入 した魚 20検体中 1 件 の み，1999 年に は店舗

F 〜 J か ら購入 した魚 20検体 中 3 件 の み か ら

V．p．が分離 され た 。 こ れ ら Kp ．陽性の 4 検体 と

も，定量培養で は ，
V．p ．の 菌数は 表皮 100g あた

りい ずれ も40以下で あ っ た。

　 2 年間 の 海産魚介 か らの V．p．分離 率の 集計 を

表 2A （夏期） お よび 表 2B （冬期） の 下欄左

側に示 した。夏期に は合計 40検体 中23件が V．p．

陽性で
， 分 離率は 57．5％ で あ っ たが ， 冬 期 には

同
一

店舗 か らの 合計 40検体 中 V．p ．陽性は 4 件の

み で ，分離 率は 10％ に と ど ま っ て い た。 こ の こ

とは
， 海水 の V．p ．汚染率の 季節 によ る 違い をよ

く反 映 して い る よ うに思わ れ る。

　 2 ）ナ グ ビブ リオ （V．c．　non −Ol）汚染 ： 夏期

の 検査で は ，1998 年 の 店舗 A 〜E か ら の 魚 20検

体 中 7 件か ら，1999 年 の 店舗 F 〜 」 の 魚 20検

体 中同 じく 7 件か ら，Zc．・non −01が分離 され た。

海産魚 介の V．・c．・non −Olに つ い て は ，著 者 ら
4 ）

の

以 前 の 研究か ら
， 仮 に 汚染魚で あ っ て も

，
そ の

菌数は夏期で も極め て 少な い こ とが 判明 し て い

る の で ，今 回は V．c．　non −01 に つ い て の 定量 は行

わ なか っ た。

　冬期 の 検査 で は ，
1998年，1999年の 魚各 20検

体総 て か ら V．c．　non −01を分 離す る こ とは で きな

か っ た。

　 2 年間の 海産魚介 か ら の V．c．・non −01の 分離率

の 集 計を表 2A （夏期） お よび表 2B （冬期）

の 下欄右側 に示 した。夏期に は合計 40検体 中14

件が V．c．　non −01陽性で ，分離率 は 35 ％ で あ っ た
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時 　 期
冬 　 期

1998．12．21 1999．12，2G
フ 温 pH 　 レゆ ．　 レ，　c ．　non −01 　7 温 pH　　　レ，か．　　レ，　c ．　non

−・01

14　　　8．2　　− （く4）
13　　　8．2　　十 （く4）
14　　　8．2　　＋ （4）
13　　8．2 　一ト（4）

10　　　8．2　　− （＜4）
10　　　8．2　　− （く4）
11　　8．4　− （く4）
9　　8．4　− （く4）

）
）
）
）

4444＜

＜

＜

＜

（
（
（
（

一

十

十

十

2
り
白

り
自

2

88884Q
σ

QJOO

1111 ）
）

）
）

4444＜

＜

＜

＜

（
（

（
（

　
一

　

【

2
り
622

88880
》

800

σ

　

　
1

十

6／8（75．0％）　0／8（0％） 0／8（0％）　　1／8（12，5％）

冬期
V，か．　6／16（37，5％） V．c．　non −01　1／16（　6．3％）

PN ． V．　c．non −01 ： ナ グ ビブ リオ （Vibrio　choLe γαe　 non −O：L）

表 2A ，市販 魚介か らの病原 ビブ リオの分 離 夏期

店舗　 番号

1998．8，18
魚種 　 　 　v．か． レ．c．　non −Ol　　店舗　　番号

ユ999，8，26
魚種　 　 　v．P． y．c，　non −01

A

B

C

D

E

123456

了

8901234567890

　

　

　

　

　

　

　

　

11111111112

お

い

　

　
　

い

う

　
　

　

そ

　

そ

　

　

　

　
　

そ

う

だ

　

す
だ

し

　
い

　
い

す
い

す

　
し

　
し
い

び

か

す
じ

ま

ま
の

じ

れ

か

ば

ま

ば

ま
じ

わ

す
わ

ぱ
じ

と

あ

き
あ

か

し
こ

あ
か

い

つ

か
つ

か

あ

い

き
い

つ

あ

一（く40）
一

（く40）
＋ （40）
＋ （30）
＋ （150）
＋ （70）
＋ （4G）
＋ （〈40）
＋ （150）
一

（〈40）
一（く40）
一

（＜40）
一

（く40）
一（く40）
一

（く40）
一
（く40）

＋ （＜40）
＋ （40）
一

（く40）
＋ （く40）

十

十

亠．

十

十

十

十

F

G

H

1

J

1234567890123456789022222222233333333334さば
い わ し

か わ は ぎ

あじ
つ ば い そ

きす

あまだ い

か れ い

つ ば い そ

あ じ
い わ し

は ちめ
つ ば い そ

か ます
た ら

あ じ
ふ くらぎ
まだ い

っ ぱ い そ

ひ らめ

＋ （＜40）
＋ （＜40）
＋ （40）
・ト（＜4Q）
一

（〈40）
十 （2，400）
一（＜40）
＋ （く40）
＋ （く4G）
＋ （〈40）
＋ （＜40）
一

（〈40）
＋ （70）
＋ （40）
一（＜40）
＋ （＜40）
一

（〈40）
一（＜40）
一

（＜40）
＋ （く40）

十

十
一
　

十

一

一

十

十

十
一

十

分離率 10／20（50％）　　7／20（35％） 13／20（65％）　 7／20（35％）

2年間の 分離率の 集計 V，b，　23／40（57，5％） レ．c．　non −01　　工4／40（35ヲの

注． レ．P．： 腸 炎 ビ ブ リオ （Vibγto　ParαhaemoZyticus），（ ）内 の 数値 は表皮 tOOg中の 腸炎 ビ ブ リオ 定量値，
　　 V．c．　 non

−Ol ：ナ グ ビブ リオ （Vibrio　cholerae ロon
−01）
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が
， 冬期には 同

一店舗 か らの 40検 体総て が V．・c．

non −01陰性で あ り，分離率 は 0 ％ で あ っ た 。

V．c．・non −01 の 場 合，夏期 で も分離 率は V．p ．の そ

れ に比 べ る とか な り低 い が ， そ れ で も夏期 と冬

期 の 分離率の 違い は 明瞭で あ っ た。

　こ の よ う に， V．p．や V．c．　non −Olの よ うな病原

ビブリオ によ る海産魚 介の 汚染率が，海 水温 の

上昇す る夏期，特 に残暑期に 著 し く 高ま る こ と

が ，は じめ に述 べ た よ うに ， 腸炎 ビブ リオや ナ

グ ビブ リオ の 食 中毒が ，
一般 に夏期 に多発す る

他 の 細 菌に よる 食 中毒 と比 べ て も，特 に残暑期

に鋭 い 発生の ピ ー
ク を示す こ と の 背景に な っ て

い る こ とが理解 され る で あ ろ う 。 ま た ，夏期 の

海産魚介か らの V．p，の 分離 率が Zc．・non −Olの そ

れ に 比 べ て 著 し く高い こ とは ，両 菌に よ る実際

の 食中毒発生 頻度 の 違 い ．・．一一一
腸 炎 ビブ リオ に よ

る 食中毒が ナ グ ビブ リオ の それ よ り著 し く高頻

度で あ る　　を よ く説 明 し て い る よ う に思わ れ

る。

表 2B ，市販魚介か らの 病原 ビブ リオ の 分離

　なお ，海水や海産魚介 か ら の V．c．　non −Olの 分

離条 件に 関 して
，

ア ル カ リペ プ トン 水で の 二 次

増菌の 方 式は極 め て 重 要な こ とで あ る が，そ の

後の 分離培養法 と して ，TCBS 寒天 平板 と と

も に，TCBS に コ リス チ ン を最終濃度 1μg1

詑 加えた CL − TCBS 寒天平板培地 を併用す

る こ とは極 めて有用か つ 必 須で あ っ た。実際に，

TCBS 寒天平板 で は
， 夏期 に海水や 海産魚介

中 に多 数 存在 す る 非 病原 性 の Vibrio　 atgino ！y−

ticusも また，　 V．c．　non −01 と同様 に 白糖 を分解 し

て黄色の コ ロ ニ
ー

を 形成す る 。 本菌は増殖速度

が速 く，TCBS 寒天平板 で は V．c ．non −Olの 発

育増 殖を著 し く妨害 し た。 CL − TCBS 寒天

平板で は ，こ の Vibrio　algino ！yticusの 発 育が 著

しく抑制 され る ため に
，

V．・c．・non −Olの 分離 に は

極 め て 好都合で あ っ た。逆 に， V．p．の 分離の 場

合 には，CL − TCBS 寒天 平板は V．p ．の 増殖

を著 し く抑制す る の で 不都合で あっ た。また 海

産魚 介か ら の V．p．の 分離 に 関 し て は
，

増 菌法 と

冬期

店舗　 　番 号

1998，12，22
魚種　 　　 レ．b． V．c．　non −Ol

　 　 　　 　 1999．12，2i
店舗　　番号　 　 魚種 レ，か． V．c．non −Ol

A

B

C

D

E
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り
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ぎ
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く
じ
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あ
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ふ
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か
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ぶ

ふ
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さ
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さ
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ふ

き

一
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一
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一
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（く40）
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＋ （く40）
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一（く40）
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（く40）
一

（く40）
一（＜40）
一
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（く40）
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J
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ぎ
ぎ

ぎ

だ

　
し

は

　
い

は

す

ら

　
ん

　
お

　
　
は

ら

　
は

す
い

ば

わ

わ

じ
れ

た

ま

く
じ

し

い

つ

じ
い

わ

く

ぐ
わ

ま
か

さ
い

か

あ
か

は

か

ふ

あ
に

た

か

あ

た

か

ふ

ふ

か

か

つ

一（く40）
一

（く40）
一

（く40）
一（＜40）
一

（く40）
一（く40）
＋ （く40）
一（〈40）
一（く40）
一（く40）
一（く40）
一

（く40）
一

（＜40）
＋ （く40）
一（〈40）
一

（く40）
一

（＜40）
一（＜40）
一（く4 
＋ （く40）

分離率 1／20（5％）　　　0／2G（O％） 3／20（15％）　 O／20（0％）

2隼問 の 分離率の 集計 レ．か，　　4／40（10．0％） V．c，non −Ol　O／40（O％）

　　 V．　P，： 腸 炎 ビ ブ リオ （Vibrio　ParahαemotytiCttS 丿，（ ） 内の 数値 は表皮 1QOg中の 腸炎ビブ リオ定撫値，注．
　　 レ．c．　 nen

−Ol　 ：ナ グ ビブ 1丿オ （Vibγio　choterae 　nen
−01），表 2A と 2B の 店舗 の 記号は同

一
店舗 を 意 味 す る。
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して
，

2 ％食塩 加ア ル カ リペ プ トン 水 と食塩ポ

リ ミ キ シ ン ブイ ヨ ン を併 用 したが，前者の 方が

分離率が よ い 傾向が見 られ た。

　 　　　　　　　 IV．まとめ

　 1．漁港海水に つ い て ，1998年〜1999年の 2

年間 の 調 査か ら，腸 炎 ビブ リオ の 分離率は ，夏

期 に は 】6定点中 14定点 陽性 （87．5 ％ ） と著 し く

高か っ た が
， 冬 期 に は 16定 点 中 6 定 点 陽性

（37．5％） と低か っ た。 ナグ ビブ リオ に つ い て

は，
一
般に腸炎ビブ リオ程分離率 は高くは なか っ

た が ，そ れ で も 夏 期 は 16定 点 中 5 定 点 陽性

（31．3％ ）　と ， 冬 期 の 16 定 点 中 1 定 点 陽 性

（6．3％） に 比 べ て 分離率 が 高 く
， 季節 に よ る 分

離率 の 違 い は 明瞭で あ っ た 。

　 2 ．市販 の 海産魚介 に つ い て も
，

2 年間 の 調

査 で腸 炎 ビブ リオ の 分離率は，夏期 には 40検体

中23件陽性 （57．5％ ） と高か っ た が，冬期 には

40検体中わずか 4 件陽性 （10％ ）と著し く低か っ

た。ナ グビ ブ リオ に つ い て は
， 漁港 海水 と同様

に，分離率 は腸炎 ビブ リオ程 高 くな く
， 夏期 に

は 40検体 中 14件陽 性 （35％） で あ っ た も の が，

冬期 には 全 く分離 され ず，夏期 に 分離率が 高い

と い う季節消長は 明瞭で あ っ た。

　 3 ．漁港海水や市販 海産魚介の 腸炎ビブ リオ ，

ナ グ ビブ リオ に よ る汚染率が夏期 に著 し く高 い

と い う事実は ， わが国 におい て． こ れ ら病原 ビ

ブ リオ によ る食中毒 の 発生が夏期，特に残暑期

に極め て鋭 い ピークを示 し て い る こ と の 背景に

な っ て い る も の と思 わ れ る。な お ，腸炎 ビブ リ

オ の 分離率が
一

般 にナグ ビブ リオ の それ よ り高

い こ とは，実際の わ が 国の 食 中毒の 発生頻度 の

違い 一 一
前者が 後者よ りは る か に高頻度で あ

る 　　 に よ く反 映され て い るよ うに思わ れ る 。

　 4 ．菌の 分離条件に 関 して ，海産魚介か ら の

腸炎 ビブ リオの 増菌培地 として は， 2 ％食塩加

アルカ リペ プ トン水の 方が食塩ポ リミキ シ ン ブ

イ ヨ ン よ りも適 して い る よ う に 思 われ
， 海水 や

海産魚介か らの ナグビブ リオ の 分離培地 と し て

は，コ リス チ ン を最 終濃度 1Ptg！meTCBS に

加えた培地 （CL − TCBS 寒天 平板） を TC

BS と併用する こ とが 極めて 有用 で あ っ た。

謝辞

　海水 の 採取，魚 の 購 入 と実験に ご協力頂 い た

平成 10年度卒業生 （赤井，天 野，大蔵，倉田，塩

谷 ， 宮島 ，
山本） と平成 11年度卒 業生 （伊藤，

式部，土 肥 ， 西田 ， 牧野，水井，室井，山 ノ下）

の 諸氏に感謝します。また 原稿作成 に ご 協力を

頂い た 本学食物栄養学科　佐賀雅代 さん に深謝

します。

文献

1 ）児玉 博英，富山女子短期大学紀要，30，115

　 （1995 ）

2 ）児玉博英，佐賀雅代，富山女子短期大学紀

　要，35，145 （2000）

3 ）児玉博英，林美千 代．刑 部陽 宅，感染 症学

　雑誌，65，193 （1991）

4 ）Hirohide 　 KODAMA
，　 Yotaku　 GYOBU ，

　Naoko 　 TOKUMAN ，　 Hisao　 UETAKE
，
　 Toshio

　SHIMADA 　and 　Riichi　SAKAZAKI
，
　Advances

　in　Research　 on 　Cholera　and 　Related　 Diarrheas
，

　6　eds ．，1988　by　KTK 　Scientific　Publishers

　Tokyo．

一 127 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


